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クルマス, フロリアン （著） 山下公子 （訳）（1987）. 言語と国家―言語計画ならびに言語政策の研

究―. 岩波書店.  

主に国家内の言語間格差と言語問題への対応のあり方を探る。

井上史雄 （2001）. 日本語は生き残れるか―経済言語学の視点から―. PHP 新書.  

英語と日本語のせめぎあいを事例として言語間格差と言語問題を考える。

真田信治 （編）（2006）. 社会言語学の展望. くろしお出版.  

ことばの多様性とその社会的格差、言語問題を、発展的に考察する。

調査の課題

	1 みなさんが興味をもっている国をひとつ選び、その国ではどの

ような歴史的経緯のもとでどのような言語が国語もしくは公用

語として採用されているか、調べてみよう。
	2 さまざまな文献やインターネットで「エスペラント」や「ラザ

ロ・ルドヴィコ・ザメンホフ」のことを調べ、ザメンホフはな

ぜエスペラントを作ることを考えたのか、そのことばをどのよ

うにして作り上げたのか、それをどのような方法で広めようと

したのか、などを、整理してみよう。
	3 みなさんが住んでいる自治体のウェブサイトのうち、外国人向

けに用意されているページを閲覧し、（やさしい日本語を含め）

どの言語でページが用意されているかを調べてみよう。また、

そのページの構成や内容、言語の選択などに問題がないか、自

治体の外国人居住者数や外国人観光客数のデータなどを参照し

つつ、考えてみよう。

第4章

標準語と方言
塩田雄大

この章のポイント

標準語・共通語と方言の位置づけを概観した上で、「ガ行鼻音（鼻濁音）」

と「ら抜きことば」に関する地域差を取り上げる。また、現代における

方言の使われ方と、方言の位置づけの変化について紹介する。標準語・

共通語が広まったことによって、方言に関する新たなトピックや観点が

生まれている。伝統的な方言そのものは変化・衰退したとしても、方言

的背景と強く結びついた言語事象は、今後ともなくならない。

1
「言語」「標準語」「共通語」「方言」

最初に、「言語」「標準語」「共通語」「方言」について考えてみる。
ある 1つのまとまった意思疎通手段〔=「ことば」〕のことを、社会的な「機

能・役割・位置づけ」の違いによって、「言語」と呼んだり、「標準語」「共
通語」あるいは「方言」と呼んだりすることがある。言いかえると、この意
思疎通手段が「言語」「標準語」「共通語」「方言」のいずれの呼称をもって
扱われるものなのかは、おもに社会的な観点と取り上げる目的によって選
択・決定されるものであって、内的な構造〔=「言語学」の取り扱うハード
コアの部分〕のみから決定することは不可能である。このような問題は、言
語自体を（現実の社会の文脈から外して）いくら分析してみても、答えが出
るものではない。
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世界の言語の構造的特徴に基づく類型化が、文化・社会のコミュニケーションや発想のスタ

イルの類型化とどのように関わっているのかを様々な言語のケーススタディに基づいて考察

する。

南雅彦 （2009）. 言語と文化―言語学から読み解くことばのバリエーション―. くろしお出版.  

古典的なものも含め多くの重要な社会言語学分野の先行研究を渉猟し、日英語の豊富なケー

ススタディに基づいて「文化研究と言語研究の統合としての社会言語学」を標榜する。

調査の課題

	1 自分の住んでいる地域で人と待ち合わせをする際に「前後、左

右」などの相対的な参照枠組みが使われるか、「東西南北」な

どの絶対的な参照枠組みが使われるか、両方の枠組みを組み合

わせているか、何らかの使い分けがあるかを調べてみよう。
	2 日本語において多用される「受身表現」「授受表現（やりもら

いの補助動詞）」などの文法形式が日本の社会・文化的特徴と

どのように関わっているかを考察してみよう。
	3 日本語と外国語において「自称詞（話し手が自身に言及する言

語表現）」と「対称詞（話し手が聞き手に言及する言語表現）」

がどのように相違・類似しているかを調べ、その相違・類似点

が両言語社会・文化の特徴とどのように関わっていると考えら

れるか、調べてみよう。

第3章

言語間の格差
渋谷勝己

この章のポイント

この章からは、社会言語学の柱のひとつであることばの多様性と変異の

問題を取り上げる。言語であれ変種であれ、どの言語共同体にも「こと

ばの多様性」が存在する。そしてその言語や変種の間には「社会的な格

差」があり、その共同体に「言語問題」をもたらしている。本章では、

社会言語学という研究分野の基盤にあるこれらのキー概念を導入する。

1
言語の捉え方

言語学の入門書などでは、その冒頭に、「すべての言語は平等である」と
いった文言が記されることがある。このような考え方が明確に主張されるよ
うになったのは、言語学が、それぞれの言語の特徴を個性として相対論的な
見方で捉えることを採用した 20世紀前半以降のことである。それ以前は、
言語を、文明社会の発展した言語と、未開社会の未発達な言語に区別する見
方が優勢であった。

20世紀前半という時期は、音素分析からはじまってボトムアップに言語
の体系と構造を明らかにしていく構造主義の発展とあいまって、アメリカ先
住民諸語をはじめ、世界のさまざまな言語が記述された時期であり、それぞ
れの言語にはヨーロッパのよく知られた言語とはまた別の種類の精緻なシス
テムがあるということが明らかにされた時期である。たしかに、音素や単語

各章冒頭に、その章で扱う内容が簡単にまとめ

られた「この章のポイント」掲載

各章末尾に「推薦図書」を掲載

各章の末尾に、授業中のディスカッショ

ンのトピックや授業後の課題にできる

「調査の課題」を掲載
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